
  

  
 

 

5年生社会科見学<日産自動車追浜工場・花王川崎工場>10月9日（水）晴天 

 

・初めての自動車工場見学はとても楽しかったです。一番楽しかったことは、工場で組み立

て作業をしているところを見学できたことです。中でも、車の頭の方に付ける部品「ダッシュボ

ード」を簡単に取り付けてくれる「らくらくハンド」がすごいなと思いました。他にも、小さなロボッ

トがものを運んでいたりして、工場にはたくさんの工夫がされていて、本当にすごいなあと感

動しました。                                      （５A児童） 

・花王川崎工場を見学して、一番すごい、面白いと思ったのは倉庫です。人がいないのに

たくさんの製品を機械が自動で運んでいたからです。家に帰って石けんなどを見てみると、

ほとんどが花王の商品でした。工場が清潔で、エコや環境のことも考え、いろいろな工夫

をしているので、たくさんのお客様に笑顔で使ってもらえているのだと思いました。 

 （５B児童）  
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英語検定  10月5日(土) 

国際情報室 

1 年生から 6 年生までの

希望者66人が、英語検定3

～5級の試験に挑みました。

各級に分かれて緊張の雰囲

気の中、筆記試験とリスニ

ングテストを受けました。

試験終了後、子どもたちの

「できた。」「難しかった。」

などの声が飛び交い、どの

子も勉強の成果を発揮でき

た様子でした。 

東京女学館小学校 

令和元年11月21日 

ギムナジヤ来校                      国際情報室 

10月25日（金）にロシアのウラジオストクにある第二ギムナジヤ学校から11歳

～13歳の児童生徒たちと二名の先生が来校されました。はじめに全校児童で迎える

会をし、ギムナジヤの児童たちは自己紹介と「幸せなら手をたたこう」を日本語で

披露してくれました。また、3 年生はロシア語で「チェブラーシカ」を歌い、ギム

ナジヤの児童も笑顔を見せてくれました。その後、5 年生と一緒に日本の遊びをし

たり、お習字でお名前を書いたり、音楽の授業ではリズム遊びをしたり、図工の授

業では六角返しという日本の伝統的な紙工作を作ったりと楽しい時間を過ごしま

した。女学館の児童は少しの英語と、あとはボディランゲージをたくさん使い、積

極的にコミュニケーションをとっていました。給食を一緒に食べたらすぐにお別れ

の時間が来てしまいました。ありがとう、さようなら。スパシーバ、ダスビダーニ

ャと日本語とロシア語で歌を歌い、お別れをしました。またギムナジヤの子どもた

ちは27日には女学館の10家庭にホームビジットをし、日本での思い出をたくさん

つくることができたはずです。わずか半日の経験でしたが女学館の子どもたちはこ

のような経験を重ねることで、きっと世界中にお友だちができて、世界で活躍する

女性になっていくと、壮大な可能性を感じる時間になりました。    

 

避難訓練 10月21日（月）10:15～10:25 校庭                生活指導部  

今回は20分休み中に地震が発生し、隣接する民家から出火したため校庭に避難する

という訓練を行いました。1・2年生のみ予告され、その他の学年は予告なしの訓練でし

た。休み時間中なので、児童たちはお教室だけではなく、図書室や校庭などで遊んでい

ましたが、放送をよく聞き、「お・か・し・も」を意識しながら落ち着いて避難するこ

とができました。自然災害はいつどこで起こるかわかりません。今回の訓練では、自分

の命を守るためにはどうすればよいのかをみんなで確認することができました。 

 

 

ブリティッシュスクール  10月9日(水) 

担当教諭  

 今年度はブリティッシュスクールとの交流が２回あります。今回は、

女学館の子どもたちがブリティッシュスクールに行きました。６つのグ

ループに分かれ、工作や音楽、体育の授業を受けました。想いを伝えた

くてもなかなか言葉にできない子どもたち。お互いにもどかしい思いを

しながらも「伝えたい」という気持ちは、言葉でなくても伝わることを

学んだように見えました。 

３学期は、女学館にブリティッ

シュスクールの子どもたちをお

招きします。この交流を通して

生の文化に触れることで言葉の

壁が無くなり、子どもたちの世

界が広がることを願っておりま

す。 

通学路別下校訓練 10月8日(火) 晴れ 

生活指導部 

14時15分より始まった通学路別下校訓

練ですが、今回はチャーターバスを頼ま

ず急行バスと路線バスのみで訓練を行い

ました。 

放送で呼ばれた順に昇降口に集合し、

班長を中心に人数確認を行って班ごとに

下校しました。バスや電車内でのマナー

について、ご指摘をいただくこともある

ので、車内での過ごしかたも気を付ける

よう声をかけました。日頃から上級生が

下級生に気を配りながら、安全でマナー

を守った通学ができるよう、今後も指導

して参ります。家庭でのご協力もよろし

くお願いいたします。 

交通安全教室 10月3日（火）13:30～15:10 講堂             生活指導部 

 渋谷警察の方に来ていただき、交通ルールを守る大切さについてお話をしていただきま

した。前半の1～3年生は、可愛いピーポ君の登場に大喜び。おまわりさんとピーポ君が、

低学年でも理解できるように分かりやすく道路の渡り方を説明してくれ、質問にも一生懸

命答えていただきました。後半の4～6年生も真剣な眼差しで聞いていました。 

交通ルールは、一人が守るだけでなく皆で守っていくことで、自分の命や大切な人の命を 

守ってくれるものです。皆で理解し、安心で安全な街をつくっていきましょう。 

 



  

11月の生活指導目標   「当番や係の仕事をしっかりする」 

 学校生活では、当番、係、委員会など、たくさんの仕事をみんなで分担しています。児童一人ひとりが仲間と協力して、すすんで働き責任を持って活動できることを目標にしてい

ます。意欲的に取り組み自主的に活動することで、仕事をやり遂げた達成感や仲間の役に立った喜びを味わうことで、やりがいを感じられるよう声をかけてまいります。 

 

11日 (月) 4年生社会科見学（大田清掃工場・中央防波堤埋立処分場） 

12日 (火) 音楽朝会・代表委員会（後期①）・6年願書提出 

店員体験広尾(3年A組) 

15日 (金) 鑑賞会（ライオンキング） 

19日 (火) 体操朝会 

20日 (水) 防犯訓練 

21日 (木) テーブルマナー 3・5年、バイキング給食 2・4・6年 

お弁当1年 

22日 (金) TV朝会（感謝の会）・クラブ活動 

23日 (土) 勤労感謝の日・剣道クラブ三校交流試合（女学館） 

サッカークラブ他校交流試合 

24日 (日) 東初協音楽祭 

26日 (火) 児童朝会・各委員会（12月分） 

29日 (金) 体操朝会・クラブ活動終了 

 

   

1日 (金) AO型入試及び合格発表（6A40名お手伝い） 

家庭学習日 

  読書月間（月・水・木 ～11月30日まで） 

2日 (土) 一般入試（6A20名・B39名お手伝い）・家庭学習日 

3日 (日) 一般入試 （6A20名・B39名お手伝い）・文化の日 

  一般入試合格発表 

4日 (月) 振替休日 

5日 (火) 家庭学習日 

6日 (水) 家庭学習日 

8日 (金) 体操朝会・クラブ活動・6 年保護者会午前中（推薦願書配

付）・店員体験広尾(3年B組) 

9日 (土) 中高記念祭 

10日 (日) 中高記念祭・英検2次（3級のみ） 

   

 

◎ 身の回りのことをきちんとしたり、学校の決まりを守ったりすることについて、日々繰り返し指導しています。 

◎ 学校の一年間も半分以上が過ぎました。自分の生活についてふり返り、反省点はご家庭と協力して改善させていきたいと思います。 

・持ち物にきちんと名前を書く（ハンカチ・ティッシュ・紅白帽など無記名の落とし物が大変多いです）。 

・持ち物のきまりを守る（児童手帳P.16.17の表をよく見て、確認してください）。 

・校内をきれいにする（教室や校庭にゴミを落としません。落ちているごみは進んで拾い、ゴミ箱に捨てます。お手洗いはきれいに使います）。 

・下校時刻を守る（終礼後、速やかに下校します。小学生は16:00前のバスに乗ります。食堂前のベンチで友達やお迎えを待ちません）。 

・バス利用の約束を守る（日赤のお客様が先に乗車します。大きな声で話しません。進んで席を譲ります。手すりにつかまります）。さくによりかかりません。 

◎ 保護者の皆様も学校の決まりをご確認の上、ご協力ください。 

・自家用車での登校が増え、近隣の迷惑になっております。できるだけ公共交通機関を利用して登校するようお願いいたします。 

やむを得ない事情で送られる方は、小学校正門前に停めて（横断歩道を塞がないように）短時間で降車するようにしてください。安全にも十分御配慮ください。 

・下校途中に寄る所がある場合は、必ず学校までお迎えにいらしてください（「保護者のしおり」P.5『通学について』をご覧ください）。 

 学童保育等の立ち寄りは所定の用紙で届け出てください。また、児童だけで塾等に立ち寄ることは禁じております。 

・携帯電話所持・利用の約束を守らせてください（ストラップはシンプルなもの一本です。【キャラクター・飾りは不可】緊急時以外は使用しません）。 

・学校の決まりについては「保護者のしおり」でご確認の上、ご不明な点は担任までお問い合わせください。 

◎ 緊急Ｅメールの返信について。必ず空メールでご返信ください。添えられた文書は確認できかねますので、ご協力くださいませ。 

東京女学館小学校ホームページ  http://www.schoolweb.ne.jp/tjk/ 

 

  

 
一日授業参観・保護者勉強会             教頭 下田 栄子 

10 月 18 日(金)、小学校校内は、朝早くから授業参観にいらしてくださった保

護者の皆様で溢れていました。保護者参加型の時間も多く、お友達のお母様・お

父様とお話をしたり図工の作品を親子で熱心に話し合いながら仕上げたりと授業

参観ならではのシーンが各教室で見られました。様々な授業や、友だち・先生と

の子どもたちの生活ぶりから、ご家庭では見られない一面や成長ぶりをご覧いた

だけたことと思います。 

2・3校時の保護者勉強会では、加藤史子氏(メンタルトレーナー)をお招きし、

「言葉がけ一つで子どもは変わる～子どもが笑顔になる接し方」という演題で講

演をしていただきました。子どもへの言葉がけは、考え方や物事への取り組み方

に大きく影響すること、言葉は言い回しを替えるだけでマイナスのことを 

プラスに転じられ、相手によい感情を与えられることなど、「言葉の持つ力」を

皆さんで再認識する場にできたようです。また、「プラス思考が脳に与える好影響

のお話が心に残り、毎晩寝る前にその日のよかったことを親子で三つ以上言うよ 

うにしています。」というご感想が多

く、すぐ実践できる内容がたくさん

盛り込まれていたことも今回の特長

でした。勉強会を計画し、事前に資料

作成などをしてくださったリボンの

会代表者の方々への感謝のお言葉も

多く寄せられていました。秋雨の降

り続く中、ご来校ご協力いただきあ

りがとうございました。            
 

11 

月 

の 

行 

事 

Halloween Party                      英語科 教諭 

10月4週、5週目を使ってハロウィーンパーティーをしました。１年生は授業で作っ

たパンプキン(ジャコランタン)を着て、ゲームを楽しみました。2年生以上はお気に入

りのコスチュームで、I’m a witch. などと言って自己紹介をしました。少し恥ずかし

そうな児童もいました。次はハロウィーンゲームで、学年が上がるごとにゲーム（カー

ドで英文を作る、など）は複雑になりますが、グループごとに一生懸命取り組みました。

文が完成したら宝探しです。主に廊下でしたが、自分たちの教室と図書室は入って探す

ことができます。走らない、置いてある物を無理に動かさない、などいくつかのルール

がありました。児童たちの安全と他の授業の迷惑にならないようにするためです。皆興

奮しつつもルールを守りながら真剣な表情で自分のグループの宝物を探していました。

簡単に見つけたグループ、そうでないグループなど様々でした。ゲームのあと、それぞ 

れが好きな賞品を自分で選びました。

目移りしてなかなか決められない児童

もいました。最後に”Happy Halloween. 

Trick or Treat.”と一人ずつ言ってお

菓子をいただいて、”Thank you.”とき

ちんと言って戻る姿を見て、皆成長し

ていると感じて楽しい気分になりまし

た。 

読書月間  

司書 

10 月から始まった読書

月間も残り少なくなって

まいりました。どんな本と

出合うことが出来たでし

ょうか？ 

残りの期間、まだ手にし

たことのない本がありま

したら、ぜひ、新しい分野

の本にも挑戦してみて下

さい。 

 

リズム水泳                                           体育科 教諭 

10 月 17 日（木）6 年生がリズム水泳を実施しました。平中季代子先生を講

師にお招きして、アーティスティックスイミングを体験・学習しました。プロ

の先生の指先までまっすぐできれいなお手本や、スカーリングで自由自在に体

を操る姿を見て、とても感動しながら取り組んでいました。４泳法を習得して

いる 6 年生ですが、音楽に合わせて水中で動いたり、同じ班の友達と息を合わ

せて泳いだりすることに最初は苦戦していました。しかし、普段の授業とは違

った水との関わり方で、とても楽しそうに練習を重ねているのが印象的でした。

最後の発表会では既定の演技に加えて、先生にアドバイスを頂きながら班で考

えた創作の演技を披露して、チームワークを深めることもできました。6 年生

にとってはこれが小学校生活最後の水泳の授業でしたが、思い出に残るとても

有意義な時間となりました。 

 

水泳実習終了             体育科 教諭 

6月から始まった水泳は、10月11日（金）で全学年の実習

が終了しました。４ヶ月間、１年生は５ｍ、２年生は10m、

３年生は25m、４年生は50m、５年生は100ｍ、６年生は

200ｍを目指し、がんばりました。はじめは不安でいっぱい

だった新しいことも練習を重ねて、上手にできるようにな

ったり、前の学年の時よりも長い距離を泳げるようになっ

たり、一人一人がとても上達しました。多くの児童が各学年

の目標を達成することができました。がんばっているお友

達を大きな声で応援して、できた時は一緒に喜ぶ姿もみら

れ、プールにはキラキラ輝くたくさんの笑顔がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


